
 

 

             

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和６年度のスタートに伴い、鳥羽小学校ではスクールプランを作成し、この実現に向けて

取組を進めていきます。詳細は年度はじめ総会資料をご覧ください。今年度、スクールプラン

については主に以下の部分を一部改訂しました。  

① 読書に関する項目にデジタル図書の活用を取り入れました  

今回、例年取り組んでいる読書活動の活性化に向けて、同窓会様より毎月の利用料金の半額

補助をいただき、タブレットでデジタル図書が読める「Yomokka」を導入いたしました。学

校では、これまでの読み聞かせなどの取組に合わせて、これの積極的な活用を進めてまいり

ます。  

➁「豊かな心」での数値目標の表現を変更しました  

これまで、自己肯定感の向上をねらい、「自分にはよいところがあるかどうか」を聞いてい

ましたが、今年度は、重点目標にあるように、「自分のことだけでなく、自分や友達を大切

にしようとしているかどうか」を聞くことにしました。  

② 「家庭・地域との連携」での数値目標の表現を変更しました  

これまでは学校が情報発信していたかどうかだけでしたが、今後、この情報発信した内容を

もとにご家庭での親子間の会話に活かされたかどうかをお聞きしたいと考えています。その

他、学校が地域資源を活用した体験活動をしているかどうかお聞きしたいと考えています。  

 

 

 今年度新たに９名の新入生を迎えましたが、１７名の卒業生を送り出しましたので、

全校児童数は８７名となりました。そこで、今後、児童数が減少することも踏まえ、こ
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鳥羽小学校だより 校長室から 

 ３日（金）・・憲法記念日  

４日（土）・・みどりの日 

 ５日（日）・・こどもの日  

 ６日（月）・・振替休日  

 ７日（火）・・集金日 

８日（水）・・ＰＴＡ下校見守りデー  

９日（木）・・田植え（荒天時は１０日） 

１０日（金）・・歯科検診  

１１日（土）・・ＰＴＡ奉仕作業  

１４日（火）・・交通安全教室（雨天時は１５日） 

２５日（土）・・県ＰＴＡ連合会年次総会、鳥羽リンピック(予備日は２６日) 

２７日（月）・・振替  

５月の行事予定 

本年度のスクールプラン変更点について  

裏面に続く  

縦割り班を３色にします  



れまでの４色の縦割り班を３色（赤、青、

黄）にします。これによって、１色あたり

の人数が約２４人だったものが、２９人と

なり、縦割り班ごとに話し合いをしたり、

活動したりする時にいろいろなアイデアが

出せたり多様な意見を引き出すことができ

るようになりました。ただ３色にすること

で、全校の前に出てくるリーダーの数が４

人から３人になるということで、今年度新

たに各色に色長、団長、副団長を設けるこ

とにしました。この３色化に伴い、ランチルームの座席、清掃場所の割振りなども新し

くなりました。来月の鳥羽リンピックで３色に分かれた子どもたちが躍動する様子をご

期待ください。  

 

 

今年度もまた、ふるさと鳥羽に誇りを持ち、鳥羽のことが「好きだ」と答える児童の数

が増えるような取組を進め、将来の鳥羽の担い手が育つように努めてまいります。  

その一つとして、今年は昨年度実施しなかったコウノトリ米づくりに、三田の深水治夫様、

谷江耕一様にご指導いただきながら５，６年

生で取り組みますが、６年生を中心にスマー

ト農業にも目を向けていきたいと考えていま

す。  

その第一弾として、今月１１日に北陸

農政局に来校いただき、現在の日本の農

業の実態と課題についてお話をしていた

だきました。お話の中では、荒れ地とな

った耕地が全国的に増えていること、若

い農業従事者が減っており、７０代が多

くを占めていること、また、その解決策

の一つとして、スマート農業が期待され

ていることなどがありました。  

次回は５月１日にＪＡ福井県中央会の

方に、農協としての取組をご紹介いただ

きます。当日はメーカーの方に実際にド

ローンを持ってきていただくことも予定しています。  

この活動を受け、５月９日には午前中にコウノトリ米の田植えを老人クラブの皆さ

んにご協力いただきながら取り組み、午後２時からは無悪にあります髙橋利男氏所有

の田を借りて、天狗山農園様にお世話になりながら、無人田植え機によるスマート農

業の様子を見学します。  

この後、合鴨ロボによる除草作業、ドローンによる薬剤散布、無人コンバインによ

る稲刈りの様子も見学させていただく予定です。こういった取組の中で、将来、ふる

さと鳥羽を考える人材育成につながることを期待しています。  

ふるさと教育の推進  


